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議
員
は
、
公
職

選
挙
法
に
よ
り
、

市
内
の
人
に
答
礼

の
た
め
の
自
筆
に

よ
る
も
の
を
除
き
、

年
賀
状
な
ど
の
時

候
の
あ
い
さ
つ
状

を
出
す
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
ご
理
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

 

ま
た
、
旧
年
中
、
私
ど
も

市
議
会
に
賜
り
ま
し
た
ご
支

援
と
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

 

さ
て
、
現
在
、
地
方
自
治

体
で
は
長
引
く
景
気
の
低
迷

や
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直

面
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り

の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
大
き

く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

人
口
減
少
問
題
を
は
じ
め
、

若
者
の
定
住
促
進
、
地
域
経

済
の
活
性
化
、
子
育
て
支
援

策
の
充
実
、
公
共
交
通
対
策

な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
お
り
、
こ
う
し
た
厳
し
い

状
況
を
乗
り
越
え
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
市
当
局
と
市
議
会
が
互

い
に
知
恵
を
出
し
合
い
議
論

を
深
め
な
が
ら
、
最
良
の
施

策
を
導
き
出
す
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

今
後
も
、
皆
様
の
ご
意
見

や
ご
要
望
を
十
分
に
お
聞
き

し
、
市
政
に
反
映
で
き
る
よ

う
精
一
杯
努
め
ま
す
と
と
も

に
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
引
き
続
き
議
会

改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

 

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実

り
多
い
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三木市議会議長
穂 積 豊 彦

12月
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１２月定例会のあらまし１２月定例会のあらまし
　１２月定例市議会は、１１月２８日から１２月２０日まで２３日間
の日程で開かれました。
　１１月２８日には、閉会中の継続審査となっていた平成２８年
度各会計の決算議案８件のうち、４件を賛成多数、４件を
全会一致で認定しました。
　また、 市 長から平 成２９年 度 一 般 会 計 補 正 予 算など議
案１６件が提案されました。
　１２月６日と７日には、 質 疑 ・ 一 般 質 問を行い、７日には
市長から追加提案された控訴の提起についての議案を賛
成多数で可決しました。
　２０日には、議案１６件のうち、４件を賛成多数、１２件を
全会一致で承認及び可決するとともに、請願２件のうち１件
を採択、１件を継続審査としたほか、意見書１件を可決し
ました。

Ｐ2～3　　●定例会のあらまし
　　　　 　●議案等の審議結果
　　　　 　●意見書

Ｐ4～13 ●賛否が分かれた案件
　　　　 　●質疑・一般質問

Ｐ13 　　 ●委員会視察報告
　　　　 　●行政視察の受入

Ｐ14～15 ●議会報告会を開催しました

Ｐ16 　　 ●決算特別委員会審査報告（抜粋）
　　　　 　●３月定例会のお知らせ

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定

三木市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定

三木市公契約条例の一部を改正する条例の制定

三木市税条例の一部を改正する条例の制定

三木市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定

別所ゆめ街道カフェテラス等条例の一部を改正する条例の制定

かじやの里メッセみき ＝ みきやま㈱
（期間：平成３０年４月１日～平成３５年３月３１日）

道の駅みき ＝ みきやま㈱
（期間：平成３０年４月１日～平成３５年３月３１日）

指定管理者の指定　三木市民体育館、三木勤労者体育センター、ともえ運動公園、
緑が丘スポーツ公園、自由が丘北公園、三木グリーンパーク、
三木山総合公園、吉川総合公園
＝ アシックスコミュニティー創造グループ

（期間：平成３０年４月１日～平成３５年３月３１日）

控訴の提起〔追加議案〕
　●　市が実施した給与制度の見直しについて、現給保障もしくは激変緩和措置を求めた措置要求を市公平委員会

が却下したのは違法として、市職員６６名が判定の取消しを求めた訴訟について、神戸地方裁判所がその請求
を認め、判定の取消しを命じた判決があったため、その内容を不服として大阪高等裁判所に控訴することに
ついて、法律の定めるところにより、議会の議決を求める。

専決処分（平成２９年度三木市一般会計補正予算（第４号））
　●　１０月２２日執行の衆議院議員総選挙に要する経費を増額。〔４，０５６万７千円〕

平成２９年度三木市一般会計補正予算（第５号）
予算の総額に歳入歳出それぞれ７億８，９４６万６千円を追加し、３２０億３，０４３万６千円とする。

（主な内容）

　●　土地開発公社が保有する吉川支所周辺の用地購入費を追加。〔２，２０４万８千円〕

　●　公立認定こども園・保育所の入所児童の増加や特別支援教育・保育の充実に伴う非常勤職員賃金を増額。

　〔５，６１０万円〕

　●　上の丸保育所の園舎移転に伴う新園舎の敷地の整地工事費〔２６０万円〕、園舎のレンタルに係る債務負担行為

　〔５，５００万円〕を追加。

　●　別所認定こども園の受入定員を増やすためのプレハブ園舎設置にかかる敷地の整地工事費〔１１０万円〕、園舎
のリースに係る債務負担行為〔６，０００万円〕を追加。

　●　認定こども園などの運営費について、低年齢児の利用が当初の想定よりも多くなったことによる児童一人当
たり保育単価の増加や、国による保育士処遇改善加算の増額などによる増額。〔１億７，３８４万円〕

　●　土地開発公社が保有する吉川健康福祉センターの用地購入費を追加。〔９，１４４万７千円〕
　●　台風２１号で山田錦の館及び温泉交流館の塀が損傷したための復旧工事費〔１３０万円〕、加えて土地開発公社が

保有する同施設の用地購入費〔４，１９１万７千円〕を追加。
　●　土地開発公社が保有する吉川地区内の道路用地の購入費を追加。〔２，１３９万円〕
　●　別所ゆめ街道の整備完了に合わせ、主要道路に誘導案内看板を設置するための工事費を追加。〔７００万円〕
　●　土地開発公社が保有する三木山総合公園弓道場用地等の購入費〔１億９０５万２千円〕及びともえ運動公園野球

場について、軟式野球公式球の変更により打球の飛距離が伸びるため、防球ネットのかさ上げ工事費〔１，５００
万円〕を追加。

　●　平成３０年７月に公共交通網計画を策定するに当たり、現況把握と分析も含めた計画立案のための委託料を追加。
　〔５００万円〕
　●　台風２１号で被災した校舎の復旧や倒木処理などのため、工事請負費及び修繕料を増額。
　〔小学校８校　１，５３０万円、中学校４校　９５万円〕
　●　平成３０年度に入学・進級する特別支援が必要な児童・生徒に対応するための施設の改修や教材備品の購入費

を増額。〔小学校 ７３０万円、中学校 ２３９万円〕
　●　土地開発公社が保有する吉川中学校用地の購入費を追加。〔４，９２４万８千円〕
　●　平成３０年度に入学予定の準要保護児童生徒の保護者２００人に支給する新入学用品費に係る援助費を、入学前

の３月に前倒しで支給するため、扶助費を増額。〔小学校　４０６万円、中学校　４７４万円〕
　●　台風１８号及び台風２１号により被災した農地及び農業用施設の災害復旧工事費を増額。〔８，６００万円〕

平成２９年度三木市介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成２９年度三木市水道事業会計補正予算（第１号）

平成２９年度三木市下水道事業会計補正予算（第１号）

平成２８年度三木市一般会計歳入歳出決算

平成２８年度三木市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

平成２８年度三木市介護保険特別会計歳入歳出決算

平成２８年度三木市農業共済事業特別会計決算

平成２８年度三木市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

平成２８年度三木市学校給食事業特別会計歳入歳出決算

平成２８年度三木市水道事業会計剰余金の処分及び決算

平成２８年度三木市下水道事業会計決算

治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定を求める請願
　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２９年３月定例会からの継続審査）

現在地での上の丸保育所の耐震補強工事に関する請願

可決（全会一致）

可決（賛成多数）

可決（賛成多数）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（賛成多数）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（賛成多数）
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可決（全会一致）
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可決（全会一致）

可決（全会一致）

認定（賛成多数）

認定（賛成多数）

認定（賛成多数）

認定（全会一致）

認定（賛成多数）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

継続審査
（全会一致）

採択（賛成多数）

予

算

請

願

決

算

条

例

等

議案等の審議結果議案等の審議結果議案等の審議結果

意

見

書
政 府 に 要 望 （要旨）

下記の事項を政府に要望しました。　　　　　　　　　　（平成２９年１２月２０日可決、同日提出）

◆道路整備の推進に必要な財源の総額確保を求める意見書◆
１　まちの活力を保ち続ける「地方創生」を成し遂げるために必要な道路整備や適切な維持管理を着実

かつ計画的に実施できるよう、平成３０年度予算及び平成２９年度補正予算の総額を十分に確保すること。

２　必要な道路整備の推進が図れるよう、道路財特法に定める補助率等の嵩上げ措置を平成３０年度以降
も継続すること。

道路整備の推進に必要な財源の総額確保を求める意見書 可決（全会一致）
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平成２８年度一般会計歳入歳
出決算の認定

平成２８年度国民健康保険特
別会計歳入歳出決算の認定

平成２８年度介護保険特別会
計歳入歳出決算の認定

平成２８年度後期高齢者医療
事業特別会計歳入歳出決算
の認定

議会の議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の
一部改正

三木市長等の給与に関する
条例の一部改正

三木市企業立地促進条例の
一部改正

指定管理者の指定（三木市
民体育館等及び三木市都市
公園）

控訴の提起〔追加議案〕

現在地での上の丸保育所の
耐震補強工事に関する請願
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※１　穂積豊彦議員（よつ葉の会）は議長職のため、表決権はありません。

※１

　
議
　
長

　
　
関
西
国
際
大
学
保
健
医
療

　
　
学
部
看
護
学
科
の
開
設
に

あ
た
り
、
地
域
の
活
性
化
、
若

者
の
定
住
促
進
、
北
播
磨
エ
リ

ア
で
の
看
護
師
不
足
の
解
消
な

ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の

と
し
て
、
開
設
費
用
の
２
分
の

１
を
三
木
市
が
負
担
し
た
が
、

①
平
成
２８
年
度
卒
業
生
の
北
播

磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
就

職
及
び
北
播
磨
圏
域
に
お
け
る

就
職
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

②
開
設
当
時
の
見
込
と
の
比
較

に
つ
い
て
問
う
。

③
在
校
生
を
含
め
た
今
後
の
見

込
に
つ
い
て
問
う
。

④
市
内
医
療
施
設
で
の
看
護
師

の
充
足
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
①
卒
業
後
に
就
職
し
た

９１

　
　
名
中
、
北
播
磨
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
に

１５
名
、
三
木
市
内
の

病
院
に
２
名
、
北
播
磨
地
域
全

体
で

１７
名
が
就
職
し
た
。

②
開
設
前
の
想
定
で
は
看
護
学

科
の
定
員
は

８０
名
で
あ
り
、
卒

業
後
は
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
に

３０
名
程
度
、
市
内
の
医

療
機
関
に

１０
名
程
度
と
見
込
ん

で
い
た
。
ま
た
、
北
播
磨
圏
域

外
も
含
む
市
外
の
医
療
機
関
は

４０
人
程
度
を
見
込
ん
で
い
た
。

③
今
年
初
め
て
の
実
績
で
あ
り
、

医
療
情
勢
も
変
化
し
て
い
く
こ

と
か
ら
予
測
が
大
変
困
難
で
は

あ
る
が
、
高
齢
化
が
進
む
中
、

北
播
磨
地
域
で
も
看
護
師
の
需

要
の
増
加
が
推
測
さ
れ
る
た
め
、

同
地
域
へ
の
就
職
者
数
も
増
加

す
る
と
考
え
る
。

④
充
足
状
況
に
つ
い
て
は
把
握

し
て
い
な
い
。
市
内
に
勤
務
す

る
看
護
師
数
は
平
成

２６
年

１２
月

末
で
６
２
３
人
、

２８
年

１２
月
末

で
は
６
５
６
人
と
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、
県
平
均
と
比
較
す
る

と
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
　
三
木
市
の
み
な
ら
ず
、
沿

　
　
線
各
市
町
、
県
、
国
を
も

巻
き
込
ん
で
公
共
交
通
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

が
、

①
神
戸
電
鉄
粟
生
線
存
続
に
向

け
た
今
後
の
具
体
的
な
支
援
策

に
つ
い
て
問
う
。

②
万
が
一
、
鉄
道
が
廃
止
さ
れ

た
場
合
の
資
産
価
値
な
ど
の
経

済
的
損
失
に
つ
い
て
問
う
。

③
バ
ス
交
通
に
対
す
る
支
援
策

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
三
木
市

地
域
公
共
交
通
検
討
協
議
会
で

の
各
地
区
の
要
望
に
つ
い
て
問

う
。

④
平
成
３０
年
秋
に
予
定
さ
れ
て

い
る
バ
ス
交
通
の
見
直
し
の
骨

子
に
つ
い
て
問
う
。

⑤
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
導
入
に

つ
い
て
問
う
。

⑥
京
丹
後
市
が
実
施
し
て
い
る

民
間
タ
ク
シ
ー
導
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
①
現
在
、
神
戸
電
鉄
粟
生

　
　
線
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
に
基
づ
き
、
国
か
ら
の
補

助
金
を
活
用
し
た
新
型
車
両
の

更
新
へ
の
支
援
や
、
粟
生
線
各

駅
と
バ
ス
の
接
続
情
報
を
含
む

広
域
時
刻
表
の
作
成
な
ど
、
沿

線
市
と
協
調
し
た
利
用
促
進
策

を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
市

独
自
の
施
策
と
し
て
は
、
神
戸

電
鉄
福
祉
パ
ス
の
交
付
や
、
新

規
就
労
者
に
対
す
る
通
勤
定
期

運
賃
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
や
北

条
鉄
道
も
含
め
た
広
域
的
な
視

点
に
立
っ
た
粟
生
線
の
維
持
に

関
す
る
具
体
的
な
支
援
策
に
つ

い
て
の
本
格
的
な
議
論
は
こ
れ

か
ら
と
な
る
。
今
後
、
市
と
し

て
は
、
兵

庫
県
に
市

町
間
の
調

整
役
と
し

て
の
役
割

を
期
待
し
、

北
播
磨
地

域
の
市
町

全
体
が
連

携
し
、
議

論
で
き
る

場
を
設
置
さ
れ
る
よ
う
提
案
し

て
い
く
。

②
平
成

２３
年
の
試
算
時
に
は
、

粟
生
線
が
廃
止
と
な
っ
た
場
合
、

沿
線
の
地
価
が
７
％
程
度
下
落

す
る
も
の
と
想
定
し
て
い
た
。

不
動
産
な
ど
の
資
産
価
値
の
低

下
と
と
も
に
、
人
口
流
出
や
ま

ち
の
衰
退
に
も
つ
な
が
り
、
市

に
及
ぼ
す
経
済
的
損
失
は
極
め

て
大
き
い
も
の
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
、
鉄
道
に
替
わ
る
バ

ス
輸
送
は
、
車
両
や
運
転
手
の

確
保
な
ど
に
多
額
の
経
費
が
か

か
る
ほ
か
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
に
は
代
替
バ
ス
や
マ
イ
カ
ー

な
ど
が
深
刻
な
交
通
渋
滞
を
引

き
起
こ
し
、
道
路
機
能
の
麻
痺

が
予
想
さ
れ
る
。
加
え
て
学
生

や
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者
の

行
動
範
囲
が
縮
小
さ
れ
送
迎
な

ど
家
族
へ
の
負
担
が
増
大
し
、

社
会
的
損
失
も
極
め
て
大
き
い

も
の
と
な
る
。

③
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
や
地

域
で
の
聞
き
取
り
な
ど
に
よ
り

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

加
え
て
、
三
木
市
地
域
公
共
交

通
検
討
協
議
会
に
お
い
て
も
、

地
域
代
表
の
委
員
か
ら
要
望
や

意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、
今
後

で
き
る
限
り
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
。

④
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利
用
実
績
デ
ー

タ
や
市
内
補
助
路
線
バ
ス
の
乗

降
調
査
の
結
果
な
ど
を
活
用
・

分
析
し
て
、
利
用
実
態
に
即
し

た
運
行
形
態
へ
と
見
直
し
を
行

う
こ
と
、
神
戸
電
鉄
粟
生
線
と

バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
を

高
め
る
な
ど
、
鉄
道
と
バ
ス
が

連
携
す
る
公
共
交
通
網
の
構
築

を
図
る
こ
と
、
自
宅
や
目
的
地

周
辺
で
乗
降
が
可
能
な
、
い
わ

ゆ
る
デ
マ
ン
ド
型
交
通
導
入
の

可
能
性
や
運
行
形
態
を
検
討
す

る
こ
と
、
こ
れ
ら
３
つ
の
大
き

な
骨
子
を
も
と
に
今
後
見
直
し

を
進
め
る
。

⑤
デ
マ
ン
ド
型
交
通
は
自
宅
付

近
で
の
乗
降
が
可
能
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
利
用
に

は
事
前
予
約
が
必
要
と
な
る
ほ

か
、
利
用
が
な
い
場
合
で
も
車

両
や
運
転
手
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
利
用
者
１
人
当

た
り
の
輸
送
コ
ス
ト
が
割
高
と

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

見
極
め
る
と
と
も
に
、
地
域
利

用
の
意
向
も
十
分
に
考
慮
し
検

討
を
進
め
て
い
く
。

⑥
民
間
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
三
木
市
地
域
公
共
交

通
検
討
協
議
会
の
下
部
組
織
で

あ
る
三
木
市
デ
マ
ン
ド
型
交
通

検
討
部
会
に
お
い
て
今
後
検
討

す
る
。

　
　
①
神
戸
電
鉄
緑
が
丘
駅
北

　
　
側
の
土
地
活
用
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
、
市
の
若
手
職

員
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会
を

設
置
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

　
ま
た
、
ハ
ー
ド
面
か
ら
の
再

開
発
を
強
く
望
む
住
民
の
声
に

対
す
る
市
の
対
応
方
針
や
そ
の

必
要
性
を
問
う
。

②
市
の
高
齢
者
政
策
に
関
し
て
、

市
が
用
意
す
る
メ
ニ
ュ
ー
及
び

市
民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て

問
う
。

③
市
内
に
お
い
て
若
者
が
正
社

員
と
し
て
働
け
る
場
の
創
出
が

市
民
か
ら
強
く
要
望
さ
れ
て
い

る
が
、
企
業
誘
致
も
含
め
た
市

と
し
て
の
取
組
を
問
う
。

④
過
去
５
年
間
の
１２
歳
以
下
の

人
口
推
移
を
問
う
。
ま
た
市
と

し
て
は
そ
れ
を
ど
う
評
価
し
て

い
る
の
か
。

　
　
①
市
の
若
手
職
員
を
構
成

　
　
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

１１
月

４
日
か
ら

３０
日
ま
で
の
間
、「
緑

が
丘
駅
前
用
地
の
活
用
案
検
討

会
」
を
開
催
し
た
。
そ
の
結
果

は
、

１２
月
末
を
目
途
に
取
り
ま

と
め
る
。

質
疑
・
一
般
質
問

質
疑
・
一
般
質
問

　
１２
月
６
日
、７
日
に
質
疑
・
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

８
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
議
案
を
は
じ
め
市
政
全

般
に
わ
た
り
理
事
者
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の

中
か
ら
主
な
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

問

問

答

よ
つ
葉
の
会草

間
　
透

関
西
国
際
大
学
看
護
学
科

卒
業
生
の
進
路
状
況
等

問答 三
木
新
党堀

　
元
子

市
の
緊
急
課
題
と
対
策

公
共
交
通
網
の
整
備

答

▲粟生線活性化協議会が作成した
　 粟生線とバスの乗継ガイド
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ま
た
、
ハ
ー
ド
面
か
ら
の
再

開
発
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
集
合
住
宅
を
望
む
地

域
住
民
の
声
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
緑
が

丘
地
区
内
に
点
在
す
る
空
き
家

及
び
空
き
地
の
有
効
活
用
を
進

め
な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
や
採
算
性

を
検
討
し
た
上
で
ハ
ー
ド
面
で

の
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
。

②
福
祉
課
で
は
、
運
転
免
許
証

返
納
者
に
対
す
る
バ
ス
等
の
運

賃
助
成
や
プ
ー
ル
利
用
助
成
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
・

整
備
助
成
、
老
人
ク
ラ
ブ
事
業
、

敬
老
会
事
業
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
介
護
保
険
課
で
は
、
リ
フ

ト
付
き
タ
ク
シ
ー
や
訪
問
理
容

に
係
る
費
用
の
一
部
助
成
、
住

宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
費
の

一
部
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
民
へ
の
周
知
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
が
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
記
載
し
た
介
護

保
険
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し

て
い
る
。

　
今
後
は
、
高
齢
者
が
受
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
一
覧
に
ま
と

め
た
情
報
誌
の
作
成
な
ど
を
考

え
て
い
る
。

③
市
内
企
業
の
ほ
と
ん
ど
を
占

め
る
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る

こ
と
に
よ
る
雇
用
の
促
進
、
新

規
起
業
者
に
対
す
る
市
か
ら
の

支
援
、
助
成
金
制
度
の
適
用
延

長
な
ど
に
よ
る
企
業
誘
致
な
ど

が
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

④
１２
歳
以
下
の
人
口
は
、
平
成

２５
年
度
か
ら

２９
年
度
ま
で
の
５

年
間
で

９４
人
減
少
し
て
い
る
が
、

０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
人
口
は

１１

人
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
要
因

を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
幼
保
一
体
化
計
画
に
よ
る

就
学
前
教
育
・
保
育
の
充
実
、

保
育
料
の
軽
減
、
乳
幼
児
等
の

医
療
費
の

無
料
化
、

児
童
福
祉

施
策
の
子

育
て
キ
ャ

ラ
バ
ン
の

実
施
、
病

児
・
病
後

児
保
育
室

の
設
置
、

定
住
促
進

事
業
で
の
固
定
資
産
税
等
の
助

成
な
ど
、
市
の
総
合
的
な
少
子

化
対
策
、
子
育
て
支
援
の
成
果

が
反
映
し
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
　
若
い
世
代
に
と
っ
て
の
魅

　
　
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

　
　
既
存
の
子
育
て
支
援
等
の

　
　
施
策
に
つ
い
て
は
、
近
隣

市
町
と
比
較
し
て
も
引
け
を
取

ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
内
容
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
生
涯
活
躍
の
ま
ち

推
進
機
構
の
緑
が
丘
事
業
部
を

核
と
し
た
住
み
替
え
や
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
住
む
場
所

の
確
保
を
検
討
し
て
い
る
ほ
か
、

就
学
前
教
育
や
保
育
の
質
の
向

上
な
ど
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
三
木
市
土
地
開
発
公
社
が

　
　
所
有
し
て
い
る
土
地
に
つ

い
て
、

①
５
年
以
上
保
有
し
て
い
る
土

地
の
詳
細
に
つ
い
て
問
う
。

②
※
特
定
土
地
を
何
カ
所
所
有

し
て
い
る
の
か
。

③
土
地
の
時
価
と
簿
価
の
差
額

を
、
市
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
の
か
。

　
　
①
平
成

２９
年
度
末
の
見
込

　
　
で

８６
筆
、
約
６
万
７
千
７

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
簿
価
と

し
て
は
約

１７
億
円
で
、
別
所
久

留
美
線
用
地
、
本
町
別
所
線
の

代
替
地
な
ど
未
だ
事
業
化
さ
れ

て
い
な
い
市
道
整
備
用
地
や
代

替
地
な
ど
で
あ
る
。

②
４
事
業
合
計
で

２５
筆
、
約
１

万
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
簿
価

に
し
て
約
４
億
１
千
万
円
の
土

地
を
所
有
し
て
い
る
。

③
公
有
用
地
を
取
得
す
る
際
に

金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
入

れ
る
た
め
、
そ
の
利
息
額
相
当

分
、
簿
価
は
毎
年
上
昇
し
て
い

く
。
一
方
、
時
価
は
経
済
的
・

社
会
的
要
因
に
よ
る
影
響
を
受

け
て
毎
年
変
動
す
る
た
め
把
握

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

時
価
の
参
考
と
な
る
地
価
公
示

価
格
が
近
年
下
落
傾
向
に
あ
る

た
め
、
簿
価
と
時
価
の
差
額
は

広
が
る
傾
向
に
あ
る
。

　
　
特
定
土
地
に
つ
い
て
、
関

　
　
連
す
る
４
事
業
の
内
容
及

び
現
在
の
土
地
の
活
用
状
況
を

問
う
。

　
　
恵
比
須
上
の
丸
線
及
び
え

　
　
び
す
市
住
線
の
整
備
事
業

に
必
要
な
代
替
地
と
し
て
取
得

し
た
も
の
や
大
村
南
西
部
及
び

大
村
南
部
の
土
地
区
画
整
理
事

業
で
取
得
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
代
替
地
の
う
ち
、
三
木
東
中

学
校
付
近
の
土
地
に
つ
い
て
は
、

学
校
行
事
等
の
際
の
臨
時
駐
車

場
と
し
て
貸
し
出
し
て
お
り
、

大
村
南
西
部
及
び
大
村
南
部
の

土
地
区
画
整
理
事
業
内
の
土
地

に
つ
い
て
は
民
間
事
業
者
に
賃

貸
し
て
い
る
。

　
　
①
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト

　
　
事
業
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

②
産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
問
う
。

③
産
婦
健
康
診
査
事
業
を
実
施

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
①
子
育
て
世
代
包
括
支
援

　
　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
産
婦

が
抱
え
る
妊
娠
、
出
産
や
子
育

て
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
、

助
産
師
等
の
専
門
家
等
に
よ
る

相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
産

前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
の
事
業
化

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
従
来
か

ら
各
種
事
業
の
中
で
同
様
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
妊

産
婦
・
乳
幼
児
健
康
相
談
や
乳

児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
教
室
等
で
、
家
庭
や
地

域
で
の
孤
立
感
が
解
消
で
き
る

よ
う
実
情
の
把
握
に
努
め
、
情

報
提
供
や
保
健
指
導
を
実
施
し

て
い
る
。

②
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
退
院
直

後
の
母
子
に
対
す
る
心
身
の
ケ

ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、

産
後
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
支
援
体
制
の
確
立
を
目
的

と
し
て
お
り
、
県
内
で
は

１６
自

治
体
、
北
播
磨
で
は
三
木
市
以

外
の
全
て
の
自
治
体
が
実
施
し

て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
拡
充
し
、
安
心
し

て
子
育
て
の
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
実

施
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

③
産
婦
健
康
診
査
事
業
は
、
産

婦
健
康
診
査
費
用
の
全
部
又
は

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

産
後
の
初
期
段
階
に
お
け
る
母

子
に
対
す
る
支
援
強
化
を
目
的

と
し
て
お
り
、
産
後
う
つ
の
予

防
や
早
期
発
見
、
新
生
児
へ
の

虐
待
予
防
等
の
効
果
が
期
待
で

き
る
。
こ
の
事
業
を
実
施
す
る

た
め
に
は
前
述
の
産
後
ケ
ア
事

業
の
実
施
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、
あ
わ
せ
て
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

　
　
①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

　
　
施
設
な
ど
で
、
み
っ
き
ぃ

☆
い
き
い
き
体
操
等
の
実
施
に

よ
り
、
個
別
に
機
能
訓
練
の
充

実
を
図
る
取
組
を
し
て
は
ど
う

か
。

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
の
現
状
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

③
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
貸
出
数
と
利
用
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

④
認
知
症
カ
フ
ェ
の
現
状
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

⑤
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

⑥
頭
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
利
用

状
況
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
①
通
常
、
み
っ
き
ぃ
☆
い

　
　
き
い
き
体
操
は
お
も
り
を

使
用
す
る
が
、
個
別
対
応
に
よ

り
使
用
し
な
い
事
業
所
も
あ
る
。

体
操
を
実
施
し
て
い
な
い
事
業

所
で
は
、
利
用
者
の
状
態
に
合

わ
せ
て
ス
タ
ッ
フ
や
看
護
師
、

理
学
療
法
士
等
の
専
門
職
が
独

自
の
方
法
で
機
能
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。

　
今
後
は
体
操
を
取
り
入
れ
て

筋
力
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が

る
よ
う
な
事
業
展
開
を
検
討
し
、

市
民
の
方
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に

応
じ
て
介
護
予
防
に
取
り
組
め

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
も
構
築

し
て
い
く
。

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
は
、
主
に
一
般
市
民
を
対
象

に
開
催
し
て
お
り
、
事
業
を
開

始
し
た
平
成

１９
年
度
か
ら

２９
年

１１
月
末
ま
で
の
開
催
回
数
は
１

６
６
回
、
受
講
者
数
は
３
千
７

７
７
人
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
企
業
や
学
校
で
の
開
催
も
促

進
し
て
い
き
た
い
。

　
講
座
を
開
催
で
き
る
キ
ャ
ラ

バ
ン
・
メ
イ
ト
は
１
０
７
名
の

登
録
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
活
動

中
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
は

約
５０
人
で
、
介
護
の
専
門
職
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
活
動

し
て
お
り
、
今
年
度
は
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
研
修
も
行
っ
た
。
今

後
、
講
座
の
開
催
回
数
を
増
や

し
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会

を
開
催
し
て
意
見
交
換
が
で
き

る
場
を
設
け
た
い
。

③
Ｇ
Ｐ
Ｓ
貸
出
数
は
セ
コ
ム
型

が
１
件
、
ミ
マ
モ
ル
メ
型
が

１０

件
で
あ
る
。
利
用
件
数
に
つ
い

て
は
市
で
把
握
で
き
な
い
が
、

家
族
へ
の
聞
き
取

り
の
結
果
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
の
位
置
情
報
機

能
の
利
用
に
よ
り
、

外
出
し
た
際
に
自

力
で
帰
宅
で
き
な

か
っ
た
高
齢
者
の

方
の
無
事
を
確
認

で
き
た
事
例
も
あ

っ
た
。

④
市
内
の
認
知
症

カ
フ
ェ
は
現
在
５

カ
所
あ
り
、
実
施

主
体
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が

１
カ
所
、
医
療
機

関
が
３
カ
所
、
介

護
保
険
事
業
所
が

１
カ
所
で
あ
る
。

今
後
は
医
療
と
介

護
事
業
所
関
係
者

に
対
し
、
県
の
絆
カ
フ
ェ
を
含

め
た
認
知
症
カ
フ
ェ
を
周
知
し
、

設
置
へ
と
働
き
か
け
て
い
く
。

⑤
平
成

２９
年

１１
月
末
ま
で
の
実

績
は
、
相
談
実
人
数

２９
人
、
チ

ー
ム
員
の
訪
問
が
延
べ

４６
回
、

そ
の
ほ
か
、
チ
ー
ム
員
会
議
を

毎
月
１
回
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
に
よ
る
相
談
支
援
を
随
時
実

施
し
て
い
る
。
医
療
受
診
に
つ

な
が
っ
た
方
が

１５
名
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
っ
た
方

が
１０
名
、
相
談
終
了
の
方
は

２１

名
で
、
現
在
は
８
名
の
方
へ
の

支
援
を
継
続
実
施
し
て
い
る
。

⑥
平
成

２９
年
４
月
か
ら

１１
月
末

ま
で
の
実
績
は
、
来
所
に
よ
る

個
別
相
談
が

４６
人
、
集
団
の
場

で
の
個
別
相
談
が

２１
会
場
で
３

０
７
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

後
結
果
が
気
に
な
る
方
を
対
象

に
個
別
相
談
と
、
毎
週
１
回

の
フ
ォ
ロ
ー
教
室
を
６
カ
月
間

開
催
し
た
。
さ
ら
に
、

２９
年

１０

月
よ
り
、

６５
歳
以
上
の
町
ぐ
る

み
健
診
の
集
団
健
診
受
診
者
を

対
象
に
、
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
を
活
用
し
た
認
知
症
予
防

健
診
を
開
始
し
た
。

２９
年
度
は

１０
月
か
ら
１
月
ま
で
の
間
に
９

回
実
施
す
る
。

　
今
後
も
地
域
に
出
向
き
頭
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
事
業
を
継
続
し
、

来
年
度
は
認
知
症
予
防
健
診
も

問

問

公
　
明
　
党内

藤
博
史

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
取
組

問 問三
木
市
土
地
開
発
公
社

答答

問 各
種
介
護
施
策

答

答

答

▲平成２９年４月に市が発行した
　「子育て応援ハンドブック」

▲認知症サポーター養成講座の様子（１０月２４日　市役所大会議室）

※
特
定
土
地

　
土
地
開
発
公
社
が
保
有
す
る

土
地
で
、
自
治
体
が
再
取
得
す

る
見
込
み
が
な
く
な
っ
た
土
地
。
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推
進
し
な
が
ら
認
知
症
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

　
　
も
頭
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や

頭
の
体
操
な
ど
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
現
在
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

　
　
は
計
算
や
漢
字
等
の
ド
リ

ル
、
塗
り
絵
な
ど
を
取
り
入
れ
、

認
知
症
の
予
防
と
早
期
発
見
に

役
立
て
て
い
る
。
今
後
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
、
認
知
症

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
な
ど
、
認
知

症
予
防
に
つ
い
て
も
充
実
さ
せ

て
い
く
。

　
　
園
舎
移
転
の
方
針
を
示
す

　
　
前
に
、
保
護
者
か
ら
の
意

見
は
聞
い
た
の
か
。

　
　
市
の
方
針
を
定
め
た
後
に
、

　
　
ま
ず
保
護
者
の
代
表
者
に

１１
月

１４
日
に
説
明
を
行
い
、
そ

の
後
２
回
に
わ
た
り
保
護
者
全

員
を
対
象
に
市
の
方
針
に
つ
い

て
説
明
を
行
っ
た
。

　
　
耐
震
診
断
の
結
果
が
出
た

　
　
時
点
で
、
市
と
し
て
は
園

舎
の
移
転
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
る
事
を
保
護
者
の
皆
様
に

伝
え
て
い
れ
ば
、
混
乱
を
招
く

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
度
の
方
針
の
決
定
方

法
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問

う
。

　
　
市
も
保
護
者
の
皆
様
も
、

　
　
一
刻
で
も
早
く
子
ど
も
の

安
全
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
思
い
は
同
じ
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
。
こ
の
度
の
精
密
診

断
結
果
に
よ
り
、
耐
震
化
が
可

能
と
判
断
さ
れ
た
も

の
の
、
工
事
に
は
１

年
近
く
を
要
す
る
た

め
、
検
討
し
た
結
果

移
転
案
に
至
っ
た
。

　
ま
た
、
一
部
の
保

護
者
の
意
見
と
し
て
、

現
在
通
所
さ
れ
て
い

る
園
児
や
保
育
者
が
、

現
在
と
同
じ
保
育
が

続
け
ら
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
移
転
も
あ
り

得
る
の
で
は
と
言
っ

た
ご
意
見
が
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
の

度
の
移
転
案
に
至
っ

た
。

　
　
耐
震
化
す
る
の

　
　
か
移
転
す
る
の

か
を
、
い
つ
ま
で
に

結
論
を
出
す
の
か
。

　
　
検
討
が
長
引
け

　
　
ば
そ
の
分
完
成

も
遅
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

方
針
を
決
定
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

　
　
耐
震
補
強
工
事
の
工
程
案

　
　
で
は
工
期
は
６
カ
月
で
平

成
３０
年
９
月
完
成
予
定
と
さ
れ

て
い
る
が
、
６
カ
月
の
根
拠
と
、

工
期
を
短
縮
す
る
余
地
は
な
い

の
か
。

　
　
日
曜
日
を
除
き
常
に
保
育

　
　
を
行
っ
て
い
る
状
態
の
中

で
の
工
事
に
な
る
こ
と
か
ら
、

６
カ
月
間
必
要
と
判
断
し
た
。

工
程
案
で
は
４
月
上
旬
に
着
手

し
、
順
次
各
部
屋
の
工
事
を
行

っ
て
い
く
た
め
、
無
理
に
工
期

を
短
縮
し
保
育
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
各
部
屋
の
工
事
を
順
番
に

　
　
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
６
月

下
旬
に
は
耐
震
化
が
完
了
し
た

部
屋
で
保
育
が
行
え
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
園
舎
内
で
工
事
を
行
っ
て

　
　
い
る
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、

ま
た
、
建
物
全
体
の
強
度
を
考

え
た
場
合
、
部
屋
ご
と
の
工
事

で
問
題
が
な
い
か
は
、
慎
重
な

確
認
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
文
化
庁
の
審
査
に
２
カ
月

　
　
を
要
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

軽
微
な
現
状
変
更
に
つ
い
て
は

市
で
判
断
し
て
工
事
を
進
め
る

こ
と
で
、
工
期
が
短
縮
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
文
化
庁
の
審
査
と
は
別
に
、

　
　
補
強
計
画
及
び
実
施
計
画

策
定
の
期
間
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
審
査
期
間
が
短
縮
さ
れ
て

も
工
事
の
着
手
時
期
は
変
わ
ら

な
い
。

　
　
訴
訟
の
内
容
と
控
訴
理
由

　
　
を
問
う
。

　
　
平
成

２７
年
の
給
与
条
例
の

　
　
改
正
に
よ
り
減
額
と
な
っ

た
給
与
に
つ
い
て
、
職
員

７３
名

が
現
給
保
障
ま
た
は
激
変
緩
和

措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
た
措

置
要
求
に
つ
い
て
、
職
員
の
給

与
の
額
は
条
例
で
定
め
る
も
の

で
あ
り
、
公
平
委
員
会
に
は
条

例
の
改
正
に
介
入
す
る
権
限
は

な
い
と
し
て
却
下
の
判
定
を
下

し
た
も
の
に
対
し
、
神
戸
地
裁

の
判
決
で
は
、
条
例
改
正
に
つ

い
て
の
市
長
へ
の
勧
告
も
可
能

と
し
て
却
下
判
定
が
取
り
消
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
神
戸
地

裁
と
公
平
委
員
会
で
、
法
解
釈

に
係
る
見
解
の
相
違
が
あ
る
た

め
、
再
度
、
大
阪
高
裁
で
判
断

を
仰
ぐ
も
の
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
、
公
平
委
員
会
の
条
例
の

制
定
・
改
廃
に
係
る
市
長
へ
の

勧
告
権
限
の
存
否
等
に
つ
い
て
、

法
解
釈
の
確
認
を
求
め
る
。

　
　
総
務
環
境
常
任
委
員
会
で

　
　
事
前
審
査
を
行
っ
た
際
、

な
ぜ
資
料
と
し
て
判
決
文
が
無

か
っ
た
の
か
。

　
　
判
決
が
下
り
た
時
点
で
判

　
　
決
文
を
も
ら
う
の
が
原
則

で
あ
る
が
、
今
回
は
裁
判
所
の

都
合
で
当
日
に
受
け
取
れ
ず
、

翌
日
に
届
い
た
た
め
、
事
前
審

査
の
場
で
配
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

　
　
判
決
当
日
、
市
の
職
員
は

　
　
裁
判
に
出
席
し
て
い
た
の

か
。
ま
た
、
被
告
人
と
し
て
は

誰
が
出
席
し
た
の
か
。

　
　
当
日
は
、
担
当
の
市
職
員

　
　
が
傍
聴
席
に
て
傍
聴
し
た
。

　
な
お
、
判
決
の
際
に
は
被
告

人
の
出
頭
は
必
要
が
な
い
た
め
、

被
告
人
及
び
被
告
代
理
人
は
出

席
し
て
い
な
い
。

　
　
こ
の
度
の
裁
判
で
市
が
敗

　
　
訴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
民
は
不
利
益
を
被
る
の
か
。

　
　
仮
に
敗
訴
し
た
場
合
、
公

　
　
平
委
員
会
に
お
い
て
現
給

保
障
あ
る
い
は
激
変
緩
和
措
置

要
求
に
つ
い
て
再
審
査
を
行
う

こ
と
と
な
る
が
、
そ
れ
に
よ
り

市
民
の
皆
様
に
影
響
が
及
ぶ
こ

と
は
な
い
。

　
　
①
平
成
３０
年
度
か
ら
国
民

　
　
健
康
保
険
の
都
道
府
県
単

位
化
が
実
施
さ
れ
る
の
に
伴
い
、

標
準
保
険
料
の
試
算
が
行
わ
れ
、

運
営
方
針
と
と
も
に
発
表
さ
れ

た
が
市
の
対
応
を
問
う
。

②
事
業
費
納
付
金
及
び
標
準
保

険
料
の
試
算
値
に
つ
い
て
問
う
。

③
県
の
試
算
値
を
も
と
に
す
る

と
国
民
健
康
保
険
税
は
ど
の
よ

う
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
の
か
、

ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
方
針
を
問
う
。

④
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
①
ま
ず
、
医
療
費
の
適
正

　
　
化
に
つ
い
て
は
、
特
定
健

診
や
人
間
ド
ッ
ク
に
よ
る
病
気

の
早
期
発
見
に
よ
り
重
篤
化
を

予
防
、
ま
た
、
後
発
医
薬
品
差

額
通
知
書
を
発
送
し
て
、
後
発

医
薬
品
の
利
用
促
進
を
目
指
す
。

　
保
険
給
付
の
適
正
化
に
つ
い

て
は
、
レ
セ
プ
ト
点
検
や
第
三

者
の
不
法
行
為
に
伴
う
求
償
事

務
な
ど
に
も
目
標
を
設
定
し
、

医
療
費
適
正
化
の
取
組
強
化
を

図
る
。

　
収
納
対
策
に
つ
い
て
は
、
関

係
各
課
と
連
携
を
密
に
す
る
と

と
も
に
、
※
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン

ト
の
活
用
に
よ
り
口
座
振
替
の

推
進
を
図
り
、
収
納
率
の
向
上

を
目
指
す
。

②
こ
の
た
び
県
が
公
表
し
た
三

木
市
の
事
業
費
納
付
金
額
は

２５

億
９
０
０
万
円
だ
が
、
こ
れ
は

平
成

２８
年
度
か
ら

３０
年
度
の
３

カ
年
で
推
計
し
た
保
険
給
付
費

で
算
定
し
た
医
療
費
水
準
や
所

得
水
準
な
ど
約
２
０
０
項
目
の

仮
係
数
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
算
定
は
国
か
ら
の
提
示

を
受
け
て
、
県
が
来
年
１
月
を

目
途
に
市
に
示
す
予
定
で
あ
り
、

そ
の
際
に
は
数
値
を
公
表
し
た

い
。

③
今
回
提
示
の
あ
っ
た
事
業
費

納
付
金

２５
億
９
０
０
万
円
を
ベ

ー
ス
と
し
た
場
合
、
２
億
３
千

万
円
程
度
の
不
足
が
見
込
ま
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
税
条

例
の
改
正
を
行
う
の
か
、
法
定

外
の
一
般
会
計
繰
入
金
で
対
応

す
る
の
か
を
今
後
検
討
し
て
い

く
。

④
県
の
算
定
に
お
い
て
、
県
平

均
は
２
・
８
％
の
ア
ッ
プ
の
中
、

三
木
市
は
３
・
８
％
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
差
額
を
激
変
緩
和

措
置
と
し
て
年
間
で
５
千
万
円

程
度
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
県
の
激
変
緩
和
措
置
が
あ

　
　
っ
て
も
、
さ
ら
に
大
き
く

保
険
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

　
　
れ
は
必
要
と
考
え
る
が
、

低
所
得
者
の
方
へ
の
配
慮
、
県

内
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
こ
と
も

考
え
な
が
ら
、
一
般
会
計
か
ら

の
法
定
外
の
繰
り
入
れ
を
ど
う

す
る
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、

　
　
こ
の
ま
ま
で
は
市
内
の
農

業
振
興
に
大
き
な
障
害
と
な
り

か
ね
ず
、
捕
獲
や
防
護
柵
な
ど

の
対
策
が
急
が
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、

①
イ
ノ
シ
シ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な

ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の

実
態
を
問
う
。

②
捕
獲
の
状
況
を
問
う
。

③
防
護
柵
の
設
置
に
つ
い
て
問

う
。

④
鳥
獣
対
策
専
門
員
の
役
割
と

実
績
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
①
平
成

２９
年
度
の
被
害
は

　
　

８１
件
、
面
積
で
５
・
９
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
申
告
が
あ
り
、
そ

の
推
定
被
害
金
額
は
約
５
４
０

万
円
に
の
ぼ
る
。
ま
た
、

２８
年

度
で
は

４０
件
、
４
・
５
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
３
１
８
万
円
程
度
、

２７

年
度
で
は

７４
件
、
３
・
９
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
３
０
４
万
円
程
度

と
な
っ
て
い
る
。

②
平
成

２８
年
度
で
は
イ
ノ
シ
シ

が
４
３
５
頭
、
ア

ラ
イ
グ
マ
１
千

３０

頭
、
ヌ
ー
ト
リ
ア

２
４
３
頭
で
あ
る
。

２９
年
度
は
９
月

時
点
で
、
イ
ノ
シ

シ
２
４
９
頭
、
ア

ラ
イ
グ
マ
８
３
６

頭
、
ヌ
ー
ト
リ
ア

１
３
１
頭
を
捕
獲

し
て
い
る
。

　
特
に
イ
ノ
シ
シ

は
近
年
捕
獲
頭
数

が
増
え
て
い
る
た

め
、
個
体
数
も
増

加
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
る
。

③
平
成

２６
年
度
ま

で
に
延
長

６２
キ
ロ

の
電
気
柵
を
設
置

し
て
い
る
。
そ
の

問 問問

問

問

日
本
共
産
党板

東
聖
悟

上
の
丸
保
育
所
の
移
転

問 日
本
共
産
党大

眉
　
均

国
民
健
康
保
険
税

問

問

控
訴
の
提
起

問

問※
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト

　
官
公
庁
や
民
間
企
業
な
ど
と

金
融
機
関
を
共
同
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
結
び
、
決
済
に
関
わ
る

様
々
な
デ
ー
タ
を
伝
送
す
る
シ

ス
テ
ム
。

有
害
鳥
獣
対
策

答

問問

答

答

答答

答答

答

答

答

問答問答

答

答

▲耐震が検討されている上の丸保育所

▲イノシシの侵入防止のために電気柵が設置された農地（細川町脇川）
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後
、

２７
年
度
か
ら
イ
ノ
シ
シ
撃

退
１０
年
大
作
戦
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
国
庫
補
助
事
業
に
よ
る

金
網
柵
に
つ
い
て
は
一
部
市
費

に
よ
る
も
の
も
含
め
て
６
地
区

で
１０
キ
ロ
、
市
単
独
の
電
気
柵

は
５７
地
区
で
１
４
１
キ
ロ
を
設
置

し
て
い
る
。

④
鳥
獣
対
策
専
門
員
に
つ
い
て

は
三
木
地
区
で
２
名
、
吉
川
地

区
で
２
名
を
採
用
し
て
い
る
。

活
動
内
容
は
、
被
害
の
実
態
把

握
の
た
め
の
現
地
確
認
、
猟
友

会
駆
除
班
と
連
携
し
た
お
り
や

わ
な
の
設
置
、
設
置
後
の
巡
回

確
認
や
餌
の
交
換
、
捕
獲
し
た

鳥
獣
の
処
分
な
ど
の
現
場
対
応

で
あ
る
。

　
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

先
ほ
ど
の
イ
ノ
シ
シ
撃
退

１０
年

大
作
戦
に
よ
り
イ
ノ
シ
シ
を
寄

せ
つ
け
な
い
柵
の
設
置
と
、
頭

数
を
減
ら
す
対
策
の
２
本
立
て

で
進
め
て
い
る
。

　
　
今
ま
で
被
害
の
実
態
は
農

　
　
業
共
済
の
資
料
で
し
か
把

握
で
き
て
い
な
い
の
で
、
鳥
獣

対
策
専
門
員
に
実
態
把
握
に
努

め
て
も
ら
い
、
農
会
長
に
も
よ

り
具
体
的
に
行
っ
て
も
ら
っ
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
柵
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
予
算
措
置
も
含

め
て
さ
ら
な
る
対
策
の
強
化
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
有
効
な
対
策
と
し
て
は
、

　
　
前
述
の
よ
う
に
個
体
を
減

ら
す
対
策
と
農
地
に
入
っ
て
こ

な
い
よ
う
に
す
る
対
策
の
両
面

で
進
め
て
い
く
し
か
な
い
。
各

地
域
や
鳥
獣
対
策
専
門
員
等
と

も
連
携
し
て
実
態
把
握
に
努
め

て
い
く
と
と
も
に
、
電
気
柵
を

設
置
し
て
い
な
い
地
域
へ
の
協

力
依
頼
も
あ
わ
せ
、
市
全
体
で

対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
上
の
丸
保
育
所
を
、
平
成

　
　
３２
年
度
末
の
廃
園
時
ま
で

別
の
場
所
に
移
転
す
る
た
め
の

補
正
予
算
を
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、

①
市
の
考
え
方
及
び
保
護
者
の

意
見
を
問
う
。

②
９
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
耐

震
化
に
向
け
た
補
正
予
算
及
び

執
行
額
の
内
訳
を
問
う
。

　
　
①
精
密
診
断
の
結
果
、
掘

　
　
削
を
行
わ
ず
に
耐
震
化
工

事
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る

と
判
明
し
た
が
、
工
事
に
つ
い

て
は
保
育
を
継
続
し
な
が
ら
保

育
室
単
位
で
補
強
を
行
う
た
め

工
事
期
間
が
長
く
か
か
る
こ
と

か
ら
、
市
と
し
て
は
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
子
ど
も
達
の
安
全

を
確
保
し
、
命
を
守
る
こ
と
を

最
優
先
に
考
え
、
移
転
を
提
案

し
た
。

　
保
護
者
説
明
会
で
の
主
な
意

見
と
し
て
、
移
転
し
た
際
に
送

迎
時
の
交
通
安
全
に
不
安
が
残

る
、
園
庭
が
狭
く
な
る
、
自
然

が
な
く
な
る
な
ど
保
育
環
境
に

関
す
る
不
安
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

現
在
の
場
所
で
の
耐
震
化
に
つ

い
て
は
、
自
然
環
境
を
活
か
し

た
保
育
を
継
続
し
て
ほ
し
い
、

地
域
性
を
活
か
し
た
行
事
を
進

め
て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が
あ

っ
た
。

②
９
月
補
正
予
算
の
内
訳
は
、

構
造
躯
体
調
査
費
１
５
０
万
円
、

耐
震
診
断
費
２
０
０
万
円
、
補

強
計
画
費
１
１
０
万
円
、
評
価

取
得
費

６５
万
円
、
実
施
設
計
費

３
６
７
万
２
千
円
、
合
計
８
９

２
万
２
千
円
で
、
こ
れ
ま
で
に

構
造
躯
体
調
査
と
耐
震
診
断
を

実
施
し
３
４
５
万
６
千
円
を
執

行
し
て
い
る
。

　
　
説
明
資
料
で
は
、
耐
震
化

　
　
し
た
場
合
、
概
算
で
約
４

千
万
円
の
経
費
が
必
要
と
あ
っ

た
が
、
そ
の
内
訳
と
、
移
転
し

た
場
合
の
債
務
負
担
行
為
５
千

５
０
０
万
円
の
内
訳
を
問
う
。

　
　
耐
震
化
工
事
費
の
４
千
万

　
　
円
は
、
他
市
の
耐
震
補
強

工
事
費
を
参
考
に
積
算
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
移
転
し
た
場
合
の
債

務
負
担
行
為
の
内
容
は
、
仮
設

園
舎
の
レ
ン
タ
ル
費
用
で
あ
る
。

　
　
①
幼
保
一
体
化
計
画
に
対

　
　
す
る
市
民
か
ら
の
意
見
を

問
う
。

②
幼
保
一
体
化
計
画
全
体
の
検

証
結
果
及
び
見
直
し
に
つ
い
て

問
う
。

③
既
存
公
立
園
の
重

要
性
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
①
主
な
も
の
と

　
　
し
て
、
別
所
認

定
こ
ど
も
園
の
定
員

に
対
し
受
け
入
れ
数

が
多
す
ぎ
る
、
公
立

の
保
育
所
・
幼
稚
園

を
存
続
し
て
ほ
し
い
、

保
育
料
の
無
償
化
に

よ
り
入
園
希
望
者
が

増
え
た
、
希
望
園
に

入
園
で
き
な
い
子
ど

も
が
多
く
な
っ
て
い

る
の
で
は
と
い
っ
た

意
見
が
あ
っ
た
。

②
現
行
の
幼
保
一
体

化
計
画
の
方
向
性
を

維
持
し
つ
つ
、
人
口

や
就
園
児
童
数
の
状

況
を
検
証
し
た
上
で
、

必
要
に
応
じ
て
見
直

し
を
行
う
。
幼
保
一

体
化
の
方
向
性
を
抜
本
的
に
見

直
す
場
合
は
、
み
き
っ
子
未
来

応
援
協
議
会
で
協
議
を
行
う
。

③
三
木
市
で
は
現
在
に
至
る
ま

で
、
公
立
と
民
間
が
就
学
前
教

育
・
保
育
を
共
に
担
い
、
国
の

認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要

領
に
基
づ
き
教
育
・
保
育
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
も
公
立
と
民

間
が
一
体
と
な
り
、
さ
ら
な
る

質
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　
　
幼
保
一
体
化
計
画
に
つ
い

　
　
て
は
、
１
万
３
千
名
余
り

の
署
名
が
市
に
提
出
さ
れ
、
議

会
に
対
し
て
も
複
数
の
園
に
関

す
る
請
願
が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ

れ
る
な
ど
、
子
ど
も
の
将
来
を

案
じ
る
市
民
の
方
か
ら
の
意
見

が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
見
直

し
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

　
　
保
育
所
と
幼
稚
園
の
機
能

　
　
を
あ
わ
せ
持
つ
認
定
こ
ど

も
園
制
度
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
基
本
的
な
方
向
性
と
考
え

て
お
り
、
現
時
点
で
の
見
直
し

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
幼
保
一
体
化
計
画
の
見
直

　
　
し
に
つ
い
て
は
、
１
期
は

平
成
２８
年
度
に
、
２
期
は
３１
年

度
に
、
３
期
は
３４
年
度
に
見
直

す
と
あ
る
が
、
ど
こ
が
ど
の
よ

う
な
見
直
し
を
担
う
の
か
。
　

　
　
幼
保
一
体
化
計
画
の
見
直

　
　
し
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は

引
き
継
い
で
い
き
つ
つ
、
子
ど

も
た
ち
が
就
学
前
教
育
・
保
育

を
受
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
教
育
委
員
会
の
使
命
と
捉
え
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
変
更
方
針
案
は
ど
の
よ
う

　
　
に
決
定
さ
れ
て
い
く
の
か
。

　
　
議
会
及
び
教
育
委
員
会
で

　
　
意
見
を
伺
っ
た
上
で
決
定

し
、
平
成

３０
年
１
月
広
報
に
掲

載
し
た
い
。

　
　
①
市
内
有
料
ス
ポ
ー
ツ
施

　
　
設
に
つ
い
て
、
指
定
管
理

者
の
変
遷
と
今
回
の
選
考
経
過

に
つ
い
て
問
う
。

②
こ
れ
ま
で
指
定
管
理
者
が
行

っ
て
い
た
自
主
事
業
な
ど
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
し
て
実
施

さ
れ
る
の
か
。

③
各
施
設
の
従
業
員
は
雇
用
が

継
続
さ
れ
る
の
か
。

④
み
き
っ
こ
ラ
ン
ド
の
安
全
対

策
を
問
う
。

　
　
①
平
成

１９
年
度
か
ら
指
定

　
　
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

お
り
、

１９
年
度
か
ら

２１
年
ま
で

は
長
谷
川
体
育
グ
ル
ー
プ
、

２２

年
度
か
ら

２４
年
度
ま
で
は

（株）
ホ

ー
プ
、

２５
年
度
か
ら

２９
年
度
ま

で
は
み
き
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
が
指
定
管
理
者
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
度
の
選
定
に
つ

い
て
は
、
７
団
体
か
ら
の
応
募

が
あ
り
、
第
１
次
及
び
第
２
次

審
査
を
経
て
、
そ
の
選
定
順
位

を
定
め
た
。

②
現
在
の
指
定

管
理
者
が
実
施

し
て
い
る
４
事

業
の
う
ち
３
事

業
が
継
続
さ
れ

る
ほ
か
、
新
た

に
約

１０
事
業
の

自
主
事
業
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

③
指
定
管
理
候

補
者
の
提
案
書

に
、
本
人
の
希

望
を
踏
ま
え
前

向
き
に
雇
用
の

継
続
を
検
討
す

る
と
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
か
ら
も

申
し
入
れ
を
す

る
と
と
も
に
、
新
規
雇
用
に
つ

い
て
も
三
木
市
民
を
優
先
す
る

よ
う
申
し
入
れ
る
。

④
遊
具
の
安
全
性
の
確
保
と
し

て
、
指
定
管
理
者
が
日
々
の
目

視
点
検
、
遊
具
の
管
理
運
営
基

準
に
基
づ
き
１
カ
月
単
位
で
簡

易
点
検
を
実
施
す
る
ほ
か
、
今

後
２
年
間
は
遊
具
設
置
事
業
者

が
計
６
回
の
定
期
点
検
を
行
い
、

３
年
目
以
降
は
指
定
管
理
者
に

よ
る
年
１
回
の
定
期
点
検
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
今
回
、
指
定
管
理
者
を
決

　
　
定
し
た
選
考
理
由
を
問
う
。

　
　
総
合
的
に
判
断
し
て
最
も

　
　
得
点
が
高
か
っ
た
こ
と
が

理
由
で
あ
る
。

　
　
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
自

　
　
主
事
業
の
内
容
を
問
う
。

　
　
継
続
事
業
で
は
リ
フ
レ
ッ

　
　
シ
ュ
ヨ
ガ
、
水
泳
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
ア
ワ
ー
、

テ
ニ
ス
教
室
な
ど
で
、
新
規
事

業
と
し
て
は
、
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
か
け
っ
こ
教

室
、
こ
ど
も
体
操
な
ど
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。

　
　
三
木
山
総
合
公
園
の
維
持

　
　
管
理
業
務
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
が
、

指
定
管
理
者
が
変
更
に
な
っ
て

も
引
き
続
き
行
う
の
か
。

　
　
指
定
管
理
候
補
者
か
ら
の

　
　
提
案
書
に
、
委
託
業
務
は

地
元
事
業
者
を
優
先
す
る
旨
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、
地
元
事
業

者
の
中
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
も
含
ま
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
　
み
き
っ
こ
ラ
ン
ド
の
ト
イ

　
　
レ
の
場
所
が
分
か
り
に
く

い
と
の
声
を
聞
く
が
市
の
対
応

を
問
う
。

　
ま
た
、
み
き
っ
こ
ラ
ン
ド
の

利
用
者
が
総
合
体
育
館
の
ト
イ

レ
を
使
用
し
て
も
良
い
の
か
。

　
　
ト
イ
レ
の
位
置
の
案
内
に

　
　
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
分

か
り
や
す
い
表
示
を
す
る
よ
う

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
総
合
体
育
館
の
ト
イ

レ
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
。

　
　
三
木
山
総
合
公
園
駐
車
場

　
　
の
混
雑
時
の
対
策
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
第
２
駐
車
場
、
三
木
東
中

　
　
学
校
横
な
ど
に
臨
時
駐
車

場
を
設
け
て
い
る
が
、
特
に
市

外
か
ら
の
来
場
者
に
は
周
知
が

十
分
で
は
な
い
た
め
、
案
内
表

示
を
明
確
に
し
、
ま
た
利
用
者

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る

な
ど
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
①
志
染
中
学
校
・
星
陽
中

　
　
学
校
の
全
校
生
徒
及
び
校

区
内
の
全
住
民
を
対
象
に
実
施

答答

答答答

答答

答 答

答 答答

問 問 問

問答 問 問

学
校
環
境
あ
り
方
検
討

会
議

問

問問 問問

志
　
　
公

大
西
秀
樹

上
の
丸
保
育
所
の
耐
震
化

問 走
政
ク
ラ
ブ古

田
寛
明

指
定
管
理
者
の
指
定

問

問

幼
保
一
体
化
計
画
の
見
直
し

▲変更された就学前教育・保育施設の定員や廃園時期（広報みき　平成３０年１月号より転載）

▲三木山総合公園内に１０月にオープンしたみきっこランド
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し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析

結
果
は
公
表
す
る
の
か
。

②
今
後
の
総
合
教
育
会
議
に
よ

っ
て
、
小
学
校
の
統
廃
合
も
含

め
た
新
た
な
学
校
環
境
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
の
か
。

③
学
校
環
境
整
備
実
施
方
針
の

素
案
は
い
つ
示
さ
れ
る
の
か
。

　
ま
た
、
総
合
教
育
会
議
に
対

し
て
同
素
案
の
中
間
報
告
は
行

う
の
か
。

④
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
地

区
で
の
地
元
住
民
と
の
意
見
交

換
会
は
ど
の
よ
う
な
予
定
で
行

う
の
か
。

　
　
①
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
公

　
　
表
に
つ
い
て
は
、
平
成

２９

年
度
中
に
は
行
え
る
よ
う
進
め

て
い
く
。

②
ま
ず
は
総
合
教
育
会
議
で
そ

の
方
向
性
を
検
討
し
た
上
で
、

学
校
環
境
あ
り
方
検
討
会
議
で

の
協
議
を
重
ね
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

③
教
育
長
が
不
在
で
あ
る
こ
と

や
、
小
学
校
も
視
野
に
入
れ
て

検
討
す
べ
き
で
は
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
総
合
教

育
会
議
並
び
に
学
校
環
境
あ
り

方
検
討
会
議
を
開
催
し
て
い
な

い
た
め
、
現
在
、
素
案
は
作
成

で
き
て
い
な
い
。

　
実
施
方
針
は
平
成

３０
年
度
中

に
示
せ
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

④
総
合
教
育
会
議
や
学
校
環
境

あ
り
方
検
討
会
議
の
内
容
を
踏

ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
住
民
の

方
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
場

を
設
け
る
。

　
　
総
合
教
育
会
議
が
開
催
で

　
　
き
て
い
な
い
の
は
、
新
教

育
長
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考

え
る
が
、
不
在
の
状
態
が
５
ヵ

月
近
く
続
い
て
い
る
現
在
の
進

捗
状
況
を
問
う
。

　
　
教
育
長
の
不
在
期
間
が
長

　
　
く
続
く
こ
と
は
好
ま
し
く

な
い
と
は
思
っ
て
い
る
が
、
教

育
の
充
実
は
市
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
た
め
、
現
在
、
適
任
者

の
人
選
に
つ
い
て
は
慎
重
に
作

業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
①
国
に
よ
る
生
産
数
量
目

　
　
標
の
配
分
廃
止
と
米
の
直

接
支
払
交
付
金
廃
止
に
対
す
る

市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　
次
に
、
日
本
酒
に
よ
る
乾
杯

を
推
進
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

②
山
田
錦
の
生
産
者
の
意
識
高

揚
と
日
本
酒
の
消
費
拡
大
に
寄

与
す
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
成
果
等
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
の
か
。

③
市
は
日
本
酒
に
よ
る
乾
杯
の

普
及
促
進
に
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
努
め
て
き
た
の
か
。

④
現
在
強
調
月
間
は
何
月
で
、

具
体
的
に
何
を
行
い
、
ど
の
よ

う
に
広
報
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
こ
の
期
間
に
、
日
本
酒
の
消

費
拡
大
、
山
田
錦
生
産
者
の
意

識
高
揚
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
は
ど
う
か
。

　
次
に
、
イ
ノ
シ
シ
撃
退
１０
年

大
作
戦
に
つ
い
て
、

⑤
約
２
９
０
キ
ロ
の
柵
の
設
置

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
理
解
で

間
違
い
な
い
か
。

　
　
①
平
成

３０
年
度
以
降
、
国

　
　
に
よ
る
米
の
生
産
調
整
が

廃
止
さ
れ
、
生
産
者
や
地
域
自

ら
が
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
三
木
市
農
業
活
性
化
協

議
会
に
お
い
て
、
新
た
な
助
成

の
実
施
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の

内
容
は
国
の
転
作
に
対
す
る
助

成
に
上
積
み
す
る
こ
と
と
、
山

田
錦
に
つ
い
て
は
、
品
質
向
上

を
図
る
た
め
、
等
級
別
の
助
成

を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

②
市
民
の
方
に
は
一
定
認
知
さ

れ
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る

が
、
三
木
市
に
お
け
る
日
本
酒

の
消
費
量
の
統
計
等
が
な
い
た

め
、
消
費
拡
大
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
否
か
は
判
断
で
き
な
い
。

③
の
ぼ
り

旗
、
卓
上

の
ぼ
り
旗
、

チ
ラ
シ
、

ス
テ
ッ
カ

ー
を
作
成

し
、
農
協

な
ど
関
係

機
関
に
配

布
し
、
啓

発
を
行
っ

て
い
る
。

④
推
進
強
調
月
間
に
つ
い
て
は

１０
月
と
し
て
い
る
が
、
特
に
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
は
行
っ
て
い
な

い
た
め
、
今
後
は
イ
ベ
ン
ト
等

に
つ
い
て
企
画
し
た
い
。

⑤
イ
ノ
シ
シ
撃
退

１０
年
大
作
戦

に
つ
い
て
は
、
イ
ノ
シ
シ
を
寄

せ
つ
け
な
い
対
策
と
イ
ノ
シ
シ

を
減
ら
す
対
策
の
２
本
立
て
と

な
っ
て
い
る
。
寄
せ
つ
け
な
い

対
策
と
い
う
の
は
、
国
庫
補
助
、

あ
る
い
は
市
単
独
の
助
成
に
よ

り
防
護
柵
を
２
９
０
キ
ロ
設
置

す
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
減

ら
す
対
策
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕

獲
用
の
お
り
や
く
く
り
わ
な
の

購
入
、
あ
る
い
は
狩
猟
免
許
取

得
費
の
助
成
と
い
っ
た
も
の
が

主
な
内
容
で
あ
る
。

　
　
転
作
作
物
と
し
て
市
が
推

　
　
奨
す
る
も
の
は
あ
る
の
か
。

　
　
レ
タ
ス
、
ナ
ス
、
枝
豆
、

　
　
イ
チ
ゴ
、
菊
を
産
地
交
付

金
の
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

黒
大
豆
に
つ
い
て
は
国
が
戦
略

作
物
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。

　
　
休
猟
区
の
存
在
が
イ
ノ
シ

　
　
シ
が
増
加
す
る
要
因
に
な

っ
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
休
猟
区
で
あ
っ
て
も
有
害

　
　
鳥
獣
の
捕
獲
や
駆
除
は
可

能
で
あ
る
た
め
、
有
害
鳥
獣
増

加
の
要
因
に
な
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト

　
　
ボ
ン
ド
と
は
、
官
民
連
携

の
※
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資

の
手
法
の
一
つ
で
あ
る
が
、

①
民
間
資
金
に
よ
っ
て
社
会
的

コ
ス
ト
を
削
減
す
る
事
業
が
実

施
で
き
れ
ば
行
政
コ
ス
ト
も
削

減
さ
れ
る
上
に
、
資
金
提
供
者

が
リ
タ
ー
ン
を
受
け
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
三
木
市
に
お
い

て
も
成
果
を
き
ち
ん
と
評
価
で

き
る
よ
う
に
評
価
指
標
を
設
定

し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト

ボ
ン
ド
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
は
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

②
補
助
金
は
本
来
、
行
政
が
目

的
を
持
っ
て
支
出
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
交
付
さ
れ
、
そ
の

後
は
何
人
参
加
し
た
等
の
結
果

の
評
価
や
、
補
助
金
が
適
切
に

使
わ
れ
た
か
ど
う
か
の
チ
ェ
ッ

ク
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
事
業
か

ら
目
的
に
応
じ
た
成
果
が
ど
の

程
度
得
ら
れ
た
か
を
評
価
す
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
東
近
江
市
の
よ
う
に
、
補
助

金
改
革
の
一
環
と
し
て
成
果
連

動
型
補
助
金
の
仕
組
み
を
創
設

し
、
今
あ
る
補
助
金
の
一
部
を

移
行
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

　
　
①
ま
だ
導
入
さ
れ
始
め
た

　
　
ば
か
り
の
手
法
で
あ
り
、

事
例
も
少
な
く
成
果
に
つ
い
て

も
未
知
の
部
分
が
あ
る
の
で
、

ま
ず
は
先
進
事
例
の
調
査
研
究

に
努
め
る
。

②
市
民
や
企
業
が
成
果
目
標
を

設
定
す
る
こ
と
で
事
業
に
取
り

組
む
意
欲
が
増
す
こ
と
、
ま
た
、

行
政
と
し
て
も
限
り
あ
る
財
源

で
社
会
的
、
経
済
的
効
果
を
出

せ
る
の
で
あ
れ
ば
非
常
に
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
今
後
、
現
在
支
出
し
て

い
る
補
助
金
の
中
で
こ
の
成
果

連
動
型
補
助
金
に
移
行
可
能
な

も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
、
先
進

事
例
を
調
査
研
究
し
た
い
。

　
　
今
後
人
口
が
減
少
す
る
こ

　
　
と
で
税
収
も
減
っ
て
い
く

中
、
民
間
活
力
の
利
用
も
含
め

て
、
新
し
い
お
金
の
流
れ
を
作

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
ま
た
、

長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
そ
の

補
助
金
が
市
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
ま
で

検
証
し
た
上
で
支
出
す
る
な
ど
、

結
果
で
は
な
く
成
果
を
評
価
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

　
　
効
果
的
、
効
率
的
な
行
政

運
営
を
行
う
た
め
に
民
間
活
力

の
活
用
に
つ
い
て
今
後
も
継
続

し
て
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

三
木
市
創
生
計
画
で
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ

と
い
っ
た
成
果
を
測
る
指
標
も

設
定
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
後
さ
ら
に
発
展
さ
せ

行
政
評
価
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

東京都多摩市　●決算事業評価　　千葉県成田市　●成田市コンプライアンス条例

決算事業評価　（東京都多摩市）
　施策の分析、評価及び推進に向けての提案が継続的に実
施され、二元代表制の実質化に取り組まれている。
　６月から評価対象事業の選定を始め、評価を実施した後、
９月議会で承認を得、市長に意見具申を行って翌年の予算
へ反映させるというスピード感は見習うべきであり、議会
の存在、議員の責任、仕事の内容等、大変参考になった。
　評価の公表についても、ホームページ等への掲載だけで
なく「行政評価市民委員会」を開催するなど、フォローアップが確実に行われている。

成田市コンプライアンス条例　（千葉県成田市）
　市の内部機関である「コンプライアンス委員会」だけでなく、弁護士や専門家などによる第三者機関「コ
ンプライアンス審査会」が設置されている。また、市職員に限らず市民からの通報も可能であり、通報先
についても委員会又は審査会のどちらにでも通報できる点が特徴的である。
　通報件数については制度施行初年度から年々減少傾向にあり、制度の設置目的のうちの「不正の抑止」
という面で効果が出ていることが伺える。

所感（抜粋）

視察先・調査項目

※コンプライアンス…法律や規則などの法令を遵守すること。また、法令だけでなく社会的規範や倫理を守ることも含む。

議 会 運 営 委 員 会
視 察 日 10月24日（火）～25日（水）

委 員 会 視 察 報 告

答答

答

答答

問

問 答

答

問Ｓ
Ｉ
Ｂ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
ボ
ン
ド
）

問問 問み
き
未
来
の
会

岸
本
和
也

農
業
関
連
施
策

▲ 東京都多摩市役所

※
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資

　
教
育
や
福
祉
な
ど
の
社
会
的

な
課
題
の
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、
経
済
的
な
利
益
を
追
求
す

る
投
資
行
動
。

▲日本酒による乾杯を推進するために作成
　 されたチラシ

三木市議会では、他市町村からの行政視察を受け入れています。
平成２９年１０月１日から１２月末までの受入状況は次のとおりです。

１０月 ６日

　　１７日

１１月 ２日

月 日 市町村名 委員会名・会派名 調　査　事　項
新潟県村上市

山梨県富士吉田市

山口県周南市

経済建設常任委員会

新風クラブ

嚆矢会

縁結び課の取組について

定住促進事業について

定住に向けた取組について
こ うし

行政視察の受入
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去る１０月２０日、２６日、２７日の３日間、議員１６名が２班に分かれ、口
吉川町公民館、三木南交流センター、志染町公民館、緑が丘町公民
館の４会場において、議会報告会を開催しました。当日はお忙しい
中、多くの市民の皆様にご参加いただきありがとうございました。

このたびの報告会では、条例の制定や補正予算など、９月議会の
審議内容や議案に対する議員の賛否態度等について説明するととも
に、市民の皆様から議会や市政に対するご意見やご要望をいただき、
意見交換を行いました。

当日いただいたご意見のうち、市政に関するものについては議会
から市当局にお伝えし回答を求めるとともに、議会に関するご意見
については、議会内で協議いたしました。

市政に関する主なご意見とそれに対する回答は、次のとおりです。

議会報告会　4会場で49名が参加

市政に関するご意見と市当局からの回答

ご意見

回　答

ご意見

回　答

ご意見

回　答

ご意見

回　答

ご意見

回　答

ご意見

回　答

ご意見

回　答

ご意見

回　答

ご意見

回　答

ご意見

回　答

ご意見

回　答

ご意見

回　答

１　黒滝の駐車場について

観光客用の駐車場の整備はできないのか。

車両の増加による近隣住民の生活環境の悪化防止のため、新たな駐車場整備は予定していません。現
状の駐車スペース、山田錦の館及びよかたん駐車場をご利用いただくようお願いします。

２　有害鳥獣、害虫（ヒアリ）対策について

１）アライグマなどを捕獲するための効果的なエサを教えてほしい。
２）害虫に対する注意喚起を、しっかりと継続して行ってほしい。

１）時期的に旬な作物、ラーメンの乾麺やポテトチップス等の脂っこいもの、甘いもの等で匂い
の強いものが特に効果的です。

２）今後も定期的な広報を実施します。また新たな情報が環境省から寄せられた場合、広報やホ
ームページを通じて市民の皆様への注意喚起を実施します。

３　旧中心市街地の活性化について

三木市は周辺地域の開発に力が入っているが、旧中心市街地の活性化をもっと図るべきではないか。

市の中心地については、大村、平田、加佐、末広地区等における長年にわたる土地区画整理事業
の取組に加え、三木鉄道記念公園の整備等により、まちの活性化を図ってきました。
今後は、地域の歴史的資源の活用及び密集市街地の対策を兼ねた活性化策を検討していきます。

４　バス交通について

１）地域から神戸電鉄へのバス路線を充実してほしい。
　　（志染から緑が丘駅を経由する循環バスがあれば、神戸電鉄を利用しやすくなる）
２）みきっこランド周辺、文化会館、図書館等へのバス交通が不便なので、ルート変更やデマン
　　ド型交通の導入を検討してほしい。

現在、新たな市の公共交通網の計画づくりを進めており、ご要望の内容につい
ては、利用者ニーズや費用対効果を十分に見定めながら、検討してまいります。

５　加佐草加野線の周辺整備について

１）整備は９月に完了すると説明があったのに、全く整備が進まず現在に至っている。周辺整備
はいつ完了するのか。

２）議会で、当時の副市長と担当部長が「地元の了承を得ている」、「反対の声はなかった」と答
弁されているが、何をもって合意と考えているのか。また、進め方に強引さを感じている。

１）平成２９年９月末時点で説明していた高木平田線、三木高校南側、加佐草加野線の交差点部分
の道路整備については、まだ完了していません。

　　現在、用地確保が完了した三木高校南側の工事を発注しており、残りの整備についても引き
続き用地交渉を進め、早期完了に努めます。

２）平成２９年４月１日に加佐草加野線と小野市道を接続しました。
　　両市道の接続に当たっては、地元への説明会の開催のほか、地元住民との現地立会いを行い、

安全対策などの要望等にも対応してきた経過も踏まえ、ご理解を得ているものと考えています。
　　今後もご意見やご要望について、そのつど対策を検討していきます。

６　県用地の草刈りについて

草刈りが行われず、危険な状態で放置されている歩道等の県用地について、地区からだけでなく、
市からも県に対して対応を要望してほしい。

県道の草刈りについては市からも県へ要望していますが、予算の制約もあり全ての要望に対応し
ていただけていないのが実情です。
しかしながら、交差点周辺等の早急な対応を要する箇所については、地元から市へ連絡いただけ
れば、市から県へ強く要望します。

７　ごみ処理の見直しについて

見直し表明後の進捗状況について説明してほしい。

ごみ処理の方向性について、現在、「ごみ処理の方向性庁内検討委員会」を
設置し、①市単独で現施設の延命化、②市単独で新設、③広域化、④民間
委託の４つの方向性のうち、市や市民にとってどの方法が一番良いのかを検討しています。

８　防犯灯の維持管理について

防犯灯の電気代は市が負担、維持管理経費は地元が負担しているが、全て市で負担してほしい。

防犯灯の維持管理については、自治会とともに防犯に取り組んでいく観点から、球替え等の器具の負
担をお願いしています。なお、電気代については市で負担しておりますので、ご理解をお願いします。

９　街路樹の剪定について

街路樹の剪定が行われていない箇所があるため、こまめに行ってほしい。

市内には街路樹が約１，８００本あり、おおよそ４年に一度の予定で剪定を行っています。
しかしながら、樹木の生育が著しいなど、緊急性が高いと判断される箇所については、順次、剪
定を進めます。

１０　新教育長の任命について

教育長不在の状態が続いているため、早急に任命してほしい。

教育長の不在期間が長く続くことは、決して好ましい状態ではないということは、十分に認識し
ています。
しかしながら、教育の充実は、最重要課題として掲げていることから、慎重に適任者を人選して
いるところです。

１１　期日前投票について

期日前投票を市役所だけでなく、公民館でもできるようにしてほしい。

現在、期日前投票は、市役所本庁舎と吉川支所で実施しています。期日前投票所の増設は、有権
者の利便性や投票率の向上には有効な方法であると考えます。
しかしながら、二重投票防止のための専用回線の設置や新たな投票管理者や立会人の確保などの
課題を解決する必要があるため、今後検討していきます。

１２　呑吐ダムの放流について

台風による大雨など、ダムの増水が予測される時は、満水となる前に放流することはできないのか。

呑吐ダムは、利水ダムであることから、台風接近時等に事前放流により水位を下げるなどの洪水調
整機能は、基本的に有していません。ただし、ダムの上流河川からの流入量以上の水量を放流する
ことはありません。
ダムの放流が、下流河川の氾濫に及ぼす影響を軽減する方策として、ダムの水位が呑吐ダム操作
規程に基づく放流の基準水位に達しない段階であっても、大雨の予測があった場合は、ダムの下
流部のバルブの操作により少しでも水位の調整を行い、その後の流入量の増大に伴うダム放流時
における放流量の可能な限りの低減を図っています。

▲１０月２７日　緑が丘町公民館での様子
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あなたも議会を傍聴してみませんか？あなたも議会を傍聴してみませんか？あなたも議会を傍聴してみませんか？

本会議の様子を
ラジオ「エフエム三木」
　　      （76.1ＭＨｚ）

で生放送します

本会議の様子を
ラジオ「エフエム三木」
　　      （76.1ＭＨｚ）

で生放送します
休憩時間は、スタジオから
音楽が流れます。

※いずれも午前１０時から開催する予定です。詳しくは議会事務局までお問い合わせいただくか、市のホームページをご覧ください。

市長新年度施政方針・
議案上程・市長提案説明

質疑・一般質問

討論・採決等

2月26日（月）

3月　7日（水）
　　8日（木）
　　12日（月）
　　29日（木）

次回定例市議会は下記の日程で行う予定です。ぜひ傍聴にお越しください。
市役所３階みっきぃホールのテレビでもご覧いただけます。

みっきぃ情報ミュージアム
　アクセス数が伸び悩み、市民が積極的に活用して
いるとは言い難い状況であるが、市民や団体、企業
が持つ様々な情報の共有と情報を使ったまちづくりの
促進という当初の目的を達成できるよう、みっきぃ情
報ミュージアムの効果的な運用について検討されたい。

みっきぃ夏まつり
　過去の開催を振り返り、実行委員会や関係団体等
と開催場所や実施主体、募金のあり方等について十
分に協議を行うとともに、今後の方向性についても
検討されたい。

特定健康診査
　受診率向上に向け、電話や訪問等による勧奨を行
っているが、いまだ受診率は低い状況にあり成果が出
ているとは言い難いため、他市の状況を参考にする
とともに、ヘルスケアポイント等の導入についても検
討するなど、さらなる受診率の向上に努められたい。

商店街振興イベント
　商店街の顧客の増加や空き店舗での新規創業につ
ながるよう、他の商店街及び周辺施設との連携によ
る地域の活性化も考えながら、費用対効果を検証し、
今後のイベント実施方法について検討されたい。

バス対策事業
　赤字補てんのためのバス事業者への補助金が年々
増加しているので、利用実態に即した運行形態への
見直しを図り、鉄道駅との接続やデマンド型交通の導
入など、新たな公共交通網の構築について関係機関
とともに検討されたい。

ごみの資源化
　資源化率が低いため、自治会等に対する奨励金の
交付だけではなく、市民の方にもごみの分別過程を
見学いただくなど資源化率向上に向けた啓発活動に
取り組まれたい。

災害時要援護者の支援
　災害時要援護者支援名簿作成のため事前調査を実
施しているが、未回答の方など支援者が決まってい
ない方については早急に確認を行い、災害発生時に
迅速かつ安全に避難ができるよう、自治会や民生委
員等と連携し支援体制を確立されたい。

ＡＥＤの設置
　市内のコンビニエンスストアを初めとしたＡＥＤの
設置場所を広く市民に周知するとともに、設置事業
所の従業員等関係者に対し、ＡＥＤの操作及び心肺蘇
生法の講習を積極的に開催されたい。

子育て支援策の充実
　現在、保育料については３歳以上の無償化と３歳未
満の５０パーセント軽減が実施されているが、国にお
いて３歳以上の無償化を検討されており、三木市の優
位性が失われてしまうため、別途子育て支援策の充
実を検討されたい。

　平成２８年度各会計決算の認定に関する議案８件は、９月定例会で上程された後、決算
特別委員会で延べ５日間にわたって審議され、１１月２８日の定例会初日に認定されました。
　委員会の審査報告に付された意見、要望の一部をご紹介します。

抜
　粋決 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告

１０月６日

　　１７日

１１月２日

月 日

行政視察の受入


